






□実践発表

身の回りにある豊かさに気付く授業

さわって楽しむ絵 ―本物を鑑賞することで得られる豊かさ―

（板橋区立美術館と協働開発した授業）

［領 域］A 表現(1)ア（ア）(2)ア(ア)(イ)、B鑑賞(１)ア(ア)、共通事項(１)ア、イ

[対 象] 北区立浮間中学校

[授業者] 教諭 金原 たかね

1 題材の概要

本題材は、生徒が美術の価値を実感し、社会とつながる学びを目指して板橋区立美術館と協働開発した。実物鑑賞を重視し、あえて

「触覚」に焦点を当てることで、視覚に限定されない豊かな感性を育むよう工夫した。また美術館との連携を通じ、授業での気づきが生

涯学習へと発展する教育実践を目指した。

2 題材目標

触覚と感情の関わりや素材の特性を理解し、見通しを持って創造的に表す技能を習得する。さわる絵本の制作を通じ、質感を生かし

た構成や社会を豊かにする美術の働きを考え、主体的に表現・鑑賞の活動に取り組む。

3 指導計画 [全１４時間]

時間 ねらい 活 動 内 容

1〜4
素材の質感や触感が感情に与える効果を
理解し、表現の意図を深める。 「さわる絵本」を鑑賞し、触感サンプルの作成を通して素材の特性を体感する。

5〜7 鑑賞での気付きを生かし、形や仕掛けが
もたらす効果を考え主題を練る。

触感の効果を確かめながら試作を行い、全体の構成を考えたアイデアスケッチや
構想をまとめる。

8〜14 創意工夫して作品を完成させ、互いの表現
の意図や工夫を味わい交流する。

制作プロセスの記録を取りながら「さわる絵本」を完成させ、相互鑑賞を通して見
方や感じ方を深める。

4 材料・用具

素材（紙、段ボール、梱包材、布、綿、モール、ファスナー、卵パック、ワインコルク等）、絵の具セット、色鉛筆、裁縫セット、接着剤

タブレット端末、クロッキー帳、ほか

5 指導にあたって

・「さわる絵本」による鑑賞活動 プロの作品を、アイマスクを用いた目隠し状態で鑑賞。美術館借用の本物に触れる特別な体験を通じ、

触覚的な表現の工夫や楽しさを実感させる。

・材料の性質と質感の可変性への気付き 素材の硬軟や温冷が感情に与える影響を理解させる。実際に手を触れ、加工や組み合わせ

による質感の変化（可変性）を確かめることで、素材に対する感度を高める。

・主題、意図に応じた環境づくり 試作を経てから構想を練る手順で表現意図を明確化。生徒の持参物に加え、多様な材料や接着剤を

常備し、自ら表現形式を選択、工夫できる環境を整える。

・ICT による鑑賞と表現の一体化 「さわる絵本」の工夫をスライドで共有。クラスメイトの発表内容をいつでも閲覧可能にすることで、鑑

賞での気付きを自身の制作（構想）に直接つなげる。

こころのスミ（墨） ―水墨画の技法を用いて感情を表そう― [全６時間]
[授業者] 板橋区立高島第二中学校 教諭 中山 朋子

1 題材について

美術を生活の一部と捉え、墨の濃淡等を用いて日常の感情を抽象表現する。墨と水に感性を研ぎ澄ませて自己と
向き合い、作品の共有を通じて自己・他者理解を深め、日常に潜む美しさに共感する資質・能力を養う。

2 材料用具 パレット、毛氈、文鎮、半紙、水墨画用紙、墨汁、毛筆、刷毛、新聞紙、水入れ

３ 指導にあたって

・生徒理解 日常の感情と向き合う時間を確保し、最大8枚の試行錯誤を通して、失敗を恐れず自己実現を促す。

・指導技術 基礎技法から「感情の線」へと段階的に指導。班体制での交流を通じ、技術の学び合いと相互理解を深める。
・主体的、対話的で深い学び 多めの枚数設定で大胆な実験を促し、制作途中や完成後の対話的な鑑賞を通じて、自己の表現を客観的に見直させる。

「さわる絵本」の鑑賞 素材の特性を生かして制作する お互いの創意工夫を味わう

墨の濃淡や表現で感情を表す

詳しくはこちらへ

詳しくはこちらへ



“座る”を考える ―私たちの日常をデザインする―

［領 域］ A 表現（１）イ（ウ）、（２）ア（ア）（イ）B 鑑賞（１）ア（イ）共通事項 （１）ア、イ

[対 象] 板橋区立高島第一中学校

[授業者] 教諭 松橋 康憲

1 題材の概要

“座る”という無意識の行為をリサーチや制作を通して問い直し、マケットとして形にした。この活動は、単なる造形を超え、自身の生活

背景や社会的な行動様式を感性で捉える試みである。プレゼンを通じた他者との共有により、無意識の感情を可視化して「私たち」を深

く理解し、世界を豊かに生きる資質・能力を養う。

2 題材目標

素材の特性や形状が感情に与える効果を体験的に理解し、材料や用具を最大限に生かした創造的な表現技能の習得に取り組む。使

用条件や機能性、美しさを多角的に検討して独創的な構想を練り、作品の意図や工夫を深く考察する鑑賞力を養う。制作と鑑賞の両面

から、試行錯誤や他者との意見交換を楽しみ、生活を豊かにするデザインの本質について、主体的に探究し続ける姿勢を育むことを目

指していく。

3 指導計画 [全１５時間]

時間 ねらい 活 動 内 容

1〜2
座る体験を通して素材や形の特性、
デザインの歴史的背景を理解する。 校内の様々な場所で“座る”をリサーチし、椅子に関するレポート作成や鑑賞を行う。

3〜6
使用場面や目的を想定し、自分なりの
コンセプトをデザイン画に落とし込む。 アイデアスケッチを制作し、友人との意見交換を経て具体的なデザイン画を仕上げる。

7〜15
創意工夫を重ねて立体を造形し、
その意図を他者へ伝える。 マケット（模型）とプレゼンボードを制作し、作品の展示・相互鑑賞・講評を行う。

4 材料・用具

教科書、資料集、筆記用具、アクリル絵具、タブレット端末、制作に必要な材料と道具

5 指導にあたって

・生徒理解 鑑賞や体験を通じ、椅子を再定義することで固定観念にとらわれず、日常生活でも問いを持つ姿勢を育み、他者との交流

で多様な価値観を学ぶことで、多角的な視野と深い自己理解を促す。

・指導技術 本物の椅子に触れる環境で創造性を刺激し、体験で得た課題をスケッチで解決する「デザイン思考」を導入する。マケット制

作では既成概念に縛られない挑戦を奨励し、試行錯誤から解決策を導く展開を重視する。

・主体的、対話的で深い学び 対話を通じて自身のアイデアを客観視し、新たな着想を得る環境を整える。失敗を恐れぬ試行錯誤を肯

定し、実用的な課題の本質を探究させることで、表面的な制作に留まらない、思考の深化を伴う学びとする。

あいのかたち ―石彫で表すそれぞれの愛の表現― [全１３時間]

[授業者] 板橋区立志村第一中学校 教諭 石井 紗帆

1 題材について

滑石を彫り「愛」という抽象的な感情を可視化する活動を通じ、自己の内面と他者との関わりを見つめ直していく。
自己理解を深め、多様な価値観に触れることで他者理解を促し、美術が心をつなぐ営みであることを学ぶ。

２ 材料用具 タブレット端末、ワークシート、トレーシングペーパー、カーボン紙、金工ノコギリ、ヤスリ各種、印刀、
ニードル、篆刻バイス、トレー、新聞紙、布（ウエス）、耐水ペーパー（♯400、♯800、♯1000）

３ 指導にあたって

・主題への理解を深める 「恋愛」以外の多様な愛（友愛・家族愛・自己愛など）や、愛の多面的な性質（与える・すれ違う等）に目を向けさせる。Figma等で

の対話を通じて思考を深めつつ、繊細な主題であることを踏まえ、他者への配慮を徹底させる。
・抽象表現への理解を深める 作品鑑賞を通じ、造形的特徴から作者の意図を想像させ、抽象表現への理解を図る。制作においては、石という素材の特性
（素材感）を自身の意図と結びつけ、表現に活かす意識を持たせる。

・アイデアスケッチと制作にあたって 「ハート」などの安易な記号を避け、独自の表現を追求させる。石彫は「減算の技法」であり修正が困難なため、耐久性
や作業時間を考慮し、構造的に無理のないシンプルかつ力強い形を構想するよう指導する。

自己理解と他者理解を深める授業

制作を通して「あい」を考える

実体験を通してリサーチする マケットにアイデアを落とし込む それぞれの“座る”よさを味わう

詳しくはこちらへ

詳しくはこちらへ



〇〇なみかん ―色彩学習を活用した立体作品制作―

［領 域］ A 表現（１）ア(ア)（２）ア（ア）、B鑑賞（１）ア（ア）、共通事項(１)ア、イ

[対 象] 北区立十条富士見中学校

[授業者] 教諭 神戸 神奈

1 題材の概要

二次元から三次元への表現展開を通じ、みかんの特徴を捉えた立体制作を行う。既習の観察力や色彩知識を活かし、「〇〇なみかん」

という主題から発想・構想する力を養う。中学校美術への不安を抱える生徒に対し、ICT活用や資料提示による明確な支援を行い、「で

きた」という成功体験から自己肯定感を高める。1 年次で創造の楽しさを学び、次年度以降の機能性や躍動感を追求する造形学習へと

つなげる土台を築く。

2 題材目標

形や色彩、材料の特性を理解し、用具を適切に用いて意図に応じた表現を行う。みかんの観察や想像から主題を生成し、構成を工夫

して構想を練るとともに、作品の意図や美しさを捉えて見方・感じ方を広げる。創造の喜びを味わいながら、「〇〇なみかん」の表現や鑑

賞の学習活動に主体的かつ心豊かに取り組む。

3 指導計画 [全８時間]

時間 ねらい 活 動 内 容

１ 主題の生成・テーマ決定 「〇〇なみかん」という自分だけのテーマを決め、完成イメージを固める。

２ ～ ５ あらづくり・質感の表現 果肉や皮の質感の違いを意識し、ヘラや歯ブラシを活用して細部まで作り込む。

６～８ 着彩・ニス・完成 絵の具とニスで仕上げ、名札を作成して作品を完成させる。

4 材料・用具

タブレット端末、粘土、粘土板、粘土へら、小皿、歯ブラシ、新聞紙、クリアファイル

5 指導にあたって

・生徒理解の視点 美術への苦手意識に配慮し、長期的な視点で一人ひとりのペースや興味を尊重した支援を行う。成功体験を積み重

ねることで自己肯定感を高め、早期完成者には主題に沿った質感の追求など発展的な課題を提示して学びを深化させる。生徒同士

が助言し合い、互いの良さを認め合いながら学びを深める授業環境を構築する。

・「指導技術（授業展開）」 全 8 時間の中で、ICT を活用した多角的な観察や実物投影により発想を広げさせる。題材として表現の多様

性に富む「みかん」を選定し、色彩活用力と造形的発想力を育成する。導入で制作の見通しをもたせ、鑑賞活動では主題を明示した相

互鑑賞を通じて表現意図を共有し、尊重し合うことで創造活動への意欲継続を図る。

「象徴から読み解く鑑賞 ｰフリーダ・カーロ《いばらの首飾りとハチドリの自画像》からｰ」 [全１時間]

[授業者] 豊島区立 千歳橋中学校 教諭 河内 なつ

1 題材について

フリーダ・カーロの自画像を題材に、造形的特徴やモチーフの象徴性を読み解く。Which型課題や ICT での共有を

通じ、主体的な選択と根拠の言語化を促す。自らの見方の変容を自覚させ、次時の自画像制作へと繋げる。

2 材料用具 筆記用具、タブレット端末、ミライシード

3 指導にあたって

・「生徒理解」の視点 内面が揺れ動く中3 生に対し、感情をモチーフに託して象徴化する手法を提示する。直接的な表現を避けつつ「自分らしさ」を考える
契機とし、共感的な他者理解の育成を図る。

・「指導技術(授業展開)」の視点 部分から全体を読み解くプロセスを構成し、直感と解釈の差異から深い鑑賞へ導く。ICT 活用や動画教材により思考を
可視化・共有し、次時の自画像制作へ繋がる学びを構築する。

・「主体的、対話的で深い学び」の視点 自らの感性で作品を読み解く主体性を重視する。他者の意見や複数の解釈に触れ、根拠を基に対話することで、自

己の考えを再構築し、自身の表現へと昇華させる深い学びを実現する。

できた！をつなげる 自己の創造力への肯定感を自己肯定感につなげる授業

三原色を基に実際の色に近づけていく みかんの質感を表現する お互いのよさを味わう

象徴から作品を読み解く

詳しくはこちらへ

詳しくはこちらへ






